
○　本校の概要 令和7年3月7日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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【児童アン
ケート】
「OGC・外国
語活動・外
国語の学習
が楽しい」と
肯定的な回
答をした児
童の割合。

【保護者ア
ンケート】
学校は、児
童にとって
分かりやす
い授業をし
ている」と肯
定的な回答
をした保護
者の割合。
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・英語を普通に語る姿に、学校での取組を感じ
た。
・国際教育を推進していくことで、異文化理解
を図り、それを互いに尊重し合う気持ちが育成
できている。
・先日の研究授業での様子でも感じましたが、
こどもたちが堂々としていて自信があるのだな
と思いました。「大森東小のOGC教育は特別な
んだ」とこどもたちが感じていて、自信がついた
のかなと。とても楽しく取り組んでいるように見
えます。
・研究発表を行ったことも、こどもたちにとって
大切な自信につながったのではないかと思う。
・国際的な社会において外国語はとても大事
になってきますので、特例校としてがんばって
ください。
・大東小の特色を充分に活かし、コミュニケー
ション手段として英語教育に取り組まれている
点が素晴らしいです。
・OGCとSDGｓの取組を両輪でできる環境は、
相互の理解を深め、より学びにつながると思い
ます。自園も外国にルーツのある家庭が3割以
上在籍しています。学校に行かせていただくた
びに、ルーツがある子もそうでない子にも楽し
みながら日本語以外の言語や日本以外の文
化にふれられる環境を保育園に活かせないか
見ています。

・個別目標３・５．６・７については、少人数
の学校で母語も様々であると思われるの
で、適切な自己評価であるのか、判断は難
しいと感じました。
・1年生と保育園の交流会を年間2回実施し
たり、中学校への体験授業に行ったりする
など、保幼小の連携や小中一貫教育を進
めている。
・保護者の評価が高いのは日頃の学校教
育に満足しているのですね。補習、カウン
セリング、お知らせプリントなども分かりや
すくて、どんな風に過ごしているのかが想
像できているのかと思います。休み時間は
貴重です。本を読む子、絵を描く子、ほっと
する時間です。
・道徳は人間形成の上で必要なことだと思
う。授業だけでなく、我々や保護者の方も
ぜひ受講はしたほうがよいですね。
・保護者の9割近くが肯定的な回答をされ、
保護者の理解とサポートが得られることで
児童の学習意欲が一層増すことと思いま
す。
・こどもは「楽しい」と心を揺さぶられると思
います。公開授業を拝見すると、こどもたち
が嬉しそうな楽しい表情をしているのが印
象に残っています。その姿を見た保護者は
成果評価につながったのだと思いますが、
卒園児の保護者の姿はあまり見られない
ので、ぜひまずは見に来ていただきたいと
思いました。

 【児童アン
ケート】
 「学習をす
るときに、す
すんでタブ
レット端末を
活用してい
る」と肯定的
な回答をし
た児童の割
合。
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令和６年度　大田区立大森東小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇開校は昭和57年4月　令和６年度は開校４３年目になる。　児童数153名（9月現在） ７学級（１～６年１学級、自閉症・情緒障害固定学級１学級）、サポートルーム拠点校。
〇教職員数：教員19名（時間講師含）、特別支援専門員1名、特別支援学級介添員2名、スクールカウンセラー1名、事務（補助員含）2名、栄養士1名、学校特別支援員２名（補助員含）、教育支援員1名、副校長アシスタント1名、読書学習司書1名。
〇令和6年度より、自閉症・情緒固定学級を1学級開設した。
〇学校にある水田学校園で地域の指導者の協力を得て、米作りやケナフの栽培に長年取り組んでいる。
〇令和5年度・6年度におおた国際教育推進校（おおたグローバルコミュニケーションOGC)　大田区教育研究推進校の指定受け、英語に特化したOGCや体験学習を通した国際教育を推進し、多様性を認め合える豊かなグローバル感覚を身に付けた児童の育成に取り組んでいる。
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学校関係者記入欄

○国際教育を教科横断的に実施できるよ
うにカリキュラムを立てて、年間を通して計
画的に実施することができた。児童がより
主体的に学び、課題解決力を育成できる
ようにカリキュラムを見直していく。

○外部講師を活用したプログラミング教室
や環境学習、地域の公園や施設などを活
用した体験学習を積極的に実施した。活
動後には振り返りシートなどを活用して児
童が自己評価できるようにした。児童相互
ののかかわり合いを各教科の学習で取り
入れることで他者と協働していく力を育成
できるように今後も授業改善に努めてい
く。

○各教員が授業中に児童がタブレット端
末を使用する場面を設定したことで、児童
が活用することが多くなった。今年度より
授業で使うアプリケーションが変わったこ
ともあり、ICTサポーターの活用や校内で
の研修会、教員間での活用方法に関する
情報交換などを日々行いことができた。今
後もICT活用を目的とするのではなく、児
童の学力向上へのツールの一つとして活
用できるように、教職員のICTスキルを高
めていく。

○年間７０時間のおおたグローバルコミュ
ニケーション（OGC）を中心とした国際教育
を実施している。授業では、OGCティー
チャー（以下OGCT）と外国語教育指導員
（以下ALT）が必ず入り、担任とも連携しな
がら今年度はおおた国際教育推進校とし
て研究発表も行うなど、授業研究に努め
た。OGCTやALTと児童が直接やり取りす
る機会を多く設けることや海外体験ルーム
を活用した授業を展開することで、英語や
海外文化への興味関心を高めることがで
きたとともに、意欲的に英語を使ってコミュ
ニケーションを取る姿が見られた。

○毎月１回「イングリッシュ・ウイーク」を設
定し、その１週間は朝の会や帰りの会を英
語で行っている。今後も英語での挨拶を積
極的に働きかけるなど、普段の生活の中
でも英語に触れられる機会を増やしてい
く。

○本校は外国にルーツをもつ児童が多数
在籍し、国際色豊かな雰囲気の中で児童
は生活している。その利点を生かし、国際
教育を推進していくことで、異文化理解を
図り、それを互いに尊重し合う気持ちが育
成できている。また、１２月の人権週間に
合わせて人権に関する道徳の授業を実施
するとともに、標語やポスターの作成など
を通して、児童の人権感覚、人権意識を高
めるようにした。

○４年生を中心にSDGｓの学習に取り組ん
だ。身近な問題をきっかけにして、学習を
進めていく過程で児童の視野を広げ、地
球規模の課題について目を向けることが
できるようになった。学習したことを生活に
生かせるように、今後も指導を継続してい
く。
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○道徳教育推進教師を中心に、道徳授業
の確実な実施及び授業改善を図ってき
た。今後も児童の自己肯定感や自己有用
感の向上を図るために、各学年の活動は
勿論、学校の教育活動全般で一人一人の
活躍の場を保証していく。特に、縦割り班
活動（朝の集会活動、縦割り清掃等）、委
員会発表等の機会を積極的に活用し、頑
張りに対し認め、ほめていく。

〇年間を通して、算数の補習を実施でき
た。児童の実態に応じて、タブレットとプリ
ントを使い分けて学習した。基礎学力の定
着に課題があるので、補習のみならず家
庭での学習習慣の定着を図れるように家
庭への協力の呼びかけや、指導方法の工
夫改善を図っていく。

〇「学習カウンセリング」を１学期末に実施
したが、十分に時間が確保できなかった。
今後は計画的にカウンセリングができるよ
う体制を整え、一人一人に合った個別支
援を行い、基礎学力の定着を図っていく。

〇授業改善プランを意識して、授業を進め
ることができた。今後も引き続き改善プラ
ンに沿って授業改善を行っていく。

○休み時間に校庭に出て遊ぶ児童が少な
いのが課題である。持久走や長縄など、
全校一斉で取り組む体育的活動を今年度
も実施し、児童の体力向上を図った。体育
の授業で鉄棒やボール運動をした後は、
その運動を休み時間にする児童が増える
ので、体育の授業改善を今後も進めて運
動の日常化を目指していく。

○今年度は体育・健康教育授業地区公開
講座で、外部講師や学校医、栄養士によ
る授業を行った。保護者向け講演会も行
い、多くの保護者、地域の方にご参会いた
だくことができた。今後も内容を検討し、健
康教育を推進していく。

○1年生と保育園の交流会を年間2回実施
したり、中学校への体験授業に行ったりす
るなど、保幼小との連携や小中一貫教育
を進めている。引き続き必要に応じて情報
を共有するなど連携を密にしていく。
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・どのようなことを社会的課題ととらえる
か、カリキュラムの中で各自の関心を発信
する、また受け止める機会が多いとよいと
思いました。
・児童にタブレットが日常の者となってい
る。便利なツールであると感じる。
・各教員が授業中に児童がタブレット端末
を使用する場面を設定したことで、児童が
活用することが多くなった。
・継続していただければと思います。
・さまざまな体験的な学習を通して学ぶ意
欲が育てられていると考えられた。
・校内での研修会、教員間での情報交換
等により、この成果につながったのです
ね。お忙しい中、ありがとうございました。
・きめ細やかなカリキュラムで、学年に応じ
て様々なアプローチで自ら学ぶ経験を積み
重ねられていることが分かります。
・わが子も大田区立小学校を卒業、在籍し
ています。こどもの学校よりも通わせてい
ただいているかもしれない東小学校の先生
方の雰囲気やこどもたちの楽しそうな表
情、何よりICTをフルに活かしている授業風
景を見ていると、安心して卒園児をお任せ
できるとしみじみと感じています。

目標に対する成果指標

9

これまでの取組
今後の改善策
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

④外国語活動・外国語の授業とOGC・体
験活動を通して、英語を活用してのコミュ
ニケーション力を高め、国際社会で活躍で
きるグローバルな人材の育成を図ってい
る。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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１：
70%
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・毎月1回の避難訓練を確実に実施してい
る。
・日頃の訓練が大事です。これからも続け
ていくことで実践に役立つことを祈ります。
・OGC教室を英語だけでなく、幅広く活用し
た方がよいですね。
・こどもの健康や安全については保護者も
関心があるかと思われるので、保護者が
関われるような内容はあるとさらによいか
と思います。
・何事にも素直で柔軟な頭や耳があるとき
に、ネイティブの先生からたくさんの笑顔と
英語を浴びられる素晴らしい環境だと思い
ます。

・コミュニティ・スクールに期待します。
・団地祭りなどの地域行事の開催がされる
ようになり、多くの児童が参加していた。
・いつもスクサポの活動に御理解、御協力
をいただきありがとうございます。もっとこ
どもたちや保護者の方に分かりやすいプリ
ントなどを作成したり、発信しながら活動し
ていきます。地域の方の活動を、もっと明
確に区別していくとよいのかもしれません。
・参加する子、しない子がはっきり分かれて
いる気がします。
・学校と地域がうまく連携されていて、それ
がこどもたちにとって当たり前になっている
結果の評価の表れではないかと思う。こど
もたちは充分満足しているのではないかと
思う。
・さまざまな家庭環境があり、地域や長期
休みのイベントに参加が難しい児童もいる
かと思います。地域の方々のこどもたちを
見守る温かさをとても感じます。
・地域の方が多く、コミュニティや絆も強くあ
ると思います。親や地域の方の姿を見て育
つ子は、地域を大切にできる子に育つと思
います。とてもよい雰囲気だと思い、外から
来た人も居心地がとても良いです。

・研究発表時の児童の生き生きとした笑顔
に、授業の楽しさが感じられました。
・若手教員指導担当者と若手教員が毎週1
時間以上の面談を通して授業観察の評価
や悩みごとの相談などを行ってきた。
・公開日の後に協議会をしていたり、授業
改善の向上に努めてくださったおかげでこ
のような評価なのですね。教職員の方々の
努力には頭が下がります。
・良い取組だと思います。
・先生方の日頃の研究が、確実にこどもの
学習によい力になっていると感じる。
・授業の様子を参観すると、こどもたちが生
き生きとしている姿が印象深いです。
・いろいろな角度から理解できるような工夫
が授業にたくさんされていると思います。廊
下や階段の掲示も授業を補う役目をされて
おり、学校全体が学べる環境になっている
と思います。

〇公開した授業の評価を、真摯に受け止
め、授業改善に努めてきた。さらなる授業
改善を図るために、今後もOJTの充実を計
画的に行う。ＯＪＴの年間計画を年度当初
に作成し、若手教員は自己の課題を明確
にして授業を公開し、他の教員から指導・
助言をもらう時間を設ける。また、主任教
諭や主幹教諭、指導教諭は指導テーマを
決め若手教員をはじめ他の教員に授業を
公開する。公開授業後は必ず協議会を行
い、全体に還元していく。

〇若手教員指導担当者と若手教員が毎
週1時間以上の面談を通して、授業観察の
評価や悩み事の相談などを行ってきた。
今後も継続していく。

〇今年度は1月の研究発表に向けて、年
間８回の校内研究授業を通して研究主題
を追究してきた。研究を通して得られた成
果と課題を分析し、目指す児童像の実現
を目指して授業改善に努めていく。

4
(97%)

・先生方のサポートに感謝します。
・自閉症・情緒障害固定学級を4月から開級し
た。普通学級との交流学習を計画的に進める
ことができた。
・ほめ方も難しいのですね。頑張ったことをほ
めるのはもちろんのことですが、「自分は頑
張っていない」と感じている子もいます。「今日
も起きれた」「忘れ物が減った」等、小さなこと
でもほめていくのも良いのではと、自分では思
います。
・なかなか難しい問題で、地道に行うことだと思
います。
・こどもたちが自分に対しての評価が厳しいの
だと思われる。具体的な観点がこどもに分かる
とよいのではないか。
・高学年児童には「よいところ」という言葉で回
答するときに、謙虚さが出てしまうように思いま
す。
・家庭やその子のもつ困難さに対しての対応を
自園でも苦慮しているところです。今年度より
大田区初の固定学級ができ、運営することは
大変なご苦労があったと思いますが、通えてい
る子は自分らしくいられる場があり、幸せだと
思っています。

○自閉症・情緒障害固定学級を4月から開
設した。通常級との交流学習を計画的に
進めることができた。

○学級集団調査（WEBQU）の面談結果や
学校生活調査を教員全体に周知して共通
理解した。しかし、組織で対応する具体的
な動きは十分には取れなかった。児童が
健全な生活を送れるようにするために、児
童の実態把握を確実に行い、生活指導夕
会やいじめ不登校対策委員会などにて教
職員全体で共有をして、組織的に指導に
あたる。

〇各種行事や研究授業に限らず、普段の
授業等、児童のあらゆる教育活動におい
て、全教職員で意識して、児童の頑張りや
良さについて認め、ほめ、励ます機会を多
くもてた。

○今後も児童の自己肯定感や自己有用
感の向上を図るために、各学年の活動は
勿論、学校の教育活動全般で一人一人の
活躍の場を保証していく。特に、縦割り班
活動（ふるはま遊び、朝の集会活動、縦割
り清掃等）、委員会発表等の機会を積極
的に活用し、頑張りに対し認め、ほめてい
く。

2
(75%)

C

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

A 4

B

D

○毎月1回の避難訓練を確実に実施して
いる。学級での事前指導を確実に行うこと
で、児童は真剣に訓練に取り組んでいる。
消防署や区の防災課に依頼し、児童を対
象とした起震車体験、煙ハウス体験、消火
器訓練を実施した。また、警察と連携し、
教職員を対象とした不審者対応訓練を夏
休み中に実施した。教職員、児童ともに非
常時に対する危機意識を高めることがで
きた。引き続き、教職員、児童の意識を高
められるように訓練を続けていく。

○児童一人一台端末を貸与し、多くの授
業で活用している。海外体験ルームのマ
ルチスクリーンをOGCの学習以外の理
科、社会、図工、総合などの教科・領域で
も活用し、児童の学習意欲を高めたり、学
習効果を上げたりすることができた。今後
も教員間で効果的な活用方法を共有し合
い、学習効果を高められるようにしていく。

3
(87%)

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
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地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

４：
90%
以上

３：
80%
以上
90%
未満

２：
70%
以上
80%
未満

A 4
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自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

【児童アン
ケート】
「先生は分
かりやすく
勉強を教え
てくれる」と
肯定的な
回答をした
児童の割
合。

２：
70%
以上
80%
未満

１：
70%
未満

【児童アン
ケート】
「自分には
よいところ
がある」と
肯定的な
回答をした
割合。

４：
90%
以上

１：
70%
未満

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

4

3

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
90%
以上

４：
90%
以上

２：
70%
以上
80%
未満

３：
80%
以上
90%
未満

３：
80%
以上
90%
未満

【保護者ア
ンケート】
学校は児
童の健康
や安全に
留意した教
育環境をつ
くっている。

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
る。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

2
(79%)

２：
７0%
以上
８0%
未満

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

１：
70%
未満

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

4

4

4

4

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

C 0

4

4

３：
80%
以上
90%
未満

5

B 4

B 5

【児童アン
ケート】
「地域の行
事やサマー
スクールや
オータムス
クールを楽
しみにして
いる」と肯
定的な回
答をした割
合。

〇学校ホームページの東っ子ダイヤリー、
東っ子ポスト、学年ページ開設等、学校の
教育活動を保護者や地域に積極的に紹介
することに努めた。

〇緊急時の連絡をとるための学校緊急連
絡システムへの保護者の加入について
は、個別対応をしながら加入者数を増や
し、ほぼ全保護者の加入が済んだ。今後
も未加入や転入の保護者に個別対応を継
続していく。

〇団地まつりなどの地域行事の開催がさ
れるようになり、多くの児童が参加してい
た。今後も学校からも地域の行事を周知し
ていき、積極的に参加するように働きかけ
ていきたい。

○地域教育連絡協議会を年間3回開催
し、地域の方々からの意見をなるべく反映
できるようにしてきた。また、毎回の学校
公開や運動会などの学校行事後のアン
ケートや学校評価アンケートにある保護者
の意見も真摯に受け止めてきた。来年度
はコミュニティスクールの発足を目指し、さ
らに家庭地域と連携して学校の教育活動
を進めていく。、

D 0

C 0

C 0

A 9

0

B

D 0

１：
70%
未満

D 0

A 5
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